文書記号：CL-G01



1. 構築作業編

1.1. 初期設定手順

1.1.1. 対象マシン／作業予定時間

	項番
	対象マシン
	作業予定時間
	確認

	1
	業務クライアント
	30分
	□

	2
	業務クライアント（VT系）
	30分
	□


1.1.2. 準備物

※調達方法と調達内容によって準備物は異なります。以降は例として記述します。
1.1.2.1. 準備物

	項番
	媒体
	名称
	確認

	1
	ダンボール（大）
	デスクトップ本体
	□

	2
	ダンボール（中）
	モニタ
	□

	3
	ダンボール（小）
	マウス・電源ケーブル等
	□

	4
	ダンボール（ミニ）
	キーボード
	□


1.1.2.2. 準備物（2017年度以降調達分）
	項番
	媒体
	名称
	確認

	1
	ダンボール（大）
	デスクトップ本体
	□

	2
	ダンボール（中）
	モニタ
	□

	3
	ダンボール（小）
	マウス・電源ケーブル等
	□

	4
	ダンボール（ミニ）
	キーボード
	□


1.1.3. 前提条件

	項番
	種別
	名称
	確認

	1
	ドキュメント
	設定変動表
	□

	2
	ドキュメント
	パスワード一覧
	□


1.1.4. 内容物確認
※調達方法と調達内容によって内容物は異なります。以降は例として記述します。
1.1.4.1. 内容物確認

(1) ダンボール（大）を開けます。
(2) ダンボール（大）内にダンボール（小）とダンボール（ミニ）の2つとデスクトップ本体が存在することを確認します。
(3) ダンボール（小）に以下の同封物が存在することを確認します。
· マウス
· 電源ケーブル
· モニタ変換ケーブル
· 書類5点
1 「パソコンセットアップガイドのご案内」
2 DELL Important Information－512e Hard Drive
3 Norma Official Mexicana<NOM>
4 Important Information
5 Dell OptiPlex 7010 セットアップと機能情報
· CD 2枚
(3) Resource Media
(3) OPERATING SYSTEM

(4) ダンボール（ミニ）にキーボードが存在することを確認します。
(5) ダンボール（中）を開けます。
(6) ダンボール（中）に以下の同封物が存在することを確認します。
· 液晶ディスプレイ
· ディスプレイ専用台
· ケーブル3種類

(6) 電源ケーブル

(6) DVIケーブル（接続元が白色のもの）
(6) USBケーブル

· セッティングガイド
(6) CD 1枚（DRIVERS AND DOCUMENTATION）
· 紙2枚
(6) Monitors Product Information Guide
(6) P1913S/P1913/P2213（モニタ接続図）

1.1.4.2. 内容物確認（2017年度以降調達分）
※2017年度の一括調達で調達した場合は、調達業者から「納品物一覧」が送付されます
ので、そちらでご確認してください。以降は、デスクトップPCと19インチモニタを
調達した場合の例です。
(1) ダンボール（大）を開けます。
(2) ダンボール（大）内にダンボール（小）とダンボール（ミニ）の2つとデスクトップ本体が存在することを確認します。
(3) ダンボール（小）に以下の同封物が存在することを確認します。
· マウス
· 電源ケーブル
· 変換アダプタ
· 書類3点
1 OptiPlex 3050 Small Form Factor Quick Start Guide

2 Safety and Regulatory Information
3 「パソコンセットアップガイド」のご案内
(4) ダンボール（ミニ）にキーボードが存在することを確認します。
(5) ダンボール（中）を開けます。
(6) ダンボール（中）に以下の同封物が存在することを確認します。
· 液晶ディスプレイ

· ディスプレイ支柱
· ディスプレイ台座
· ケーブル4種類

1 電源ケーブル

2 VGAケーブル
3 DisplayPortケーブル
4 USBケーブル

· セッティングガイド

1 CD 1枚（DRIVERS AND DOCUMENTATION）

· 紙2枚

1 Safety and Regulatory Information
2 P1917S/P1917SWh（モニタ接続図）

1.1.5. 組み立て

※調達方法と調達内容によって組み立て手順は異なります。以降は例として記述します。
1.1.5.1. 組み立て

(1) 以下の同封物を取り出します。
· ダンボール（大）－デスクトップ

· ダンボール（中）－ディスプレイ・ディスプレイ専用台・電源ケーブル

· ダンボール（小）－マウス・電源ケーブル

· ダンボール（ミニ）－キーボード

(2) 液晶ディスプレイとディスプレイ専用台の包装紙を取ります。
(3) ディスプレイ専用台に接続されているケーブルのビニールを取ります。
(4) ディスプレイ専用台の真ん中と液晶ディスプレイの背面を取り付けます。
※液晶ディスプレイを上から取り付けます
(5) デスクトップの電源ケーブルをデスクトップと電源タップに接続します。
(6) キーボードのUSBケーブルをデスクトップに接続します。
(7) マウスのUSBケーブルをデスクトップに接続します。
(8) モニタに接続されているケーブルをデスクトップへ接続します。
(9) モニタの電源ケーブルをモニタと電源タップに接続します。
1.1.5.2. 組み立て（2017年度以降調達分）
※以降は2017年度の一括調達で、デスクトップPCと19インチモニタを調達した場合の
例です。
(1) 以下の同封物を取り出します。
· ダンボール（大）－デスクトップ

· ダンボール（中）－ディスプレイ・ディスプレイ支柱・ディスプレイ台座・電源ケーブル・VGAケーブルまたはDisplayPortケーブル
· ダンボール（小）－マウス・電源ケーブル

· ダンボール（ミニ）－キーボード

(2) 液晶ディスプレイ、ディスプレイ支柱、ディスプレイ台座の包装紙を取ります。
(3) VGAケーブルまたはDisplayPortケーブルのビニールを取ります。
(4) ディスプレイ支柱、ディスプレイ台座を組み立てます。
(5) ディスプレイ支柱の真ん中と液晶ディスプレイの背面を取り付けます。
※液晶ディスプレイを上から取り付けます
(6) デスクトップの電源ケーブルをデスクトップと電源タップに接続します。
(7) キーボードのUSBケーブルをデスクトップに接続します。
(8) マウスのUSBケーブルをデスクトップに接続します。
(9) VGAケーブルまたはDisplayPortケーブルをモニタとデスクトップへ接続します。
(10) モニタの電源ケーブルをモニタと電源タップに接続します。
1.1.6. 初期セットアップ
(1) 本体の電源を投入します。
※電源投入後以下の画面が表示されますが、しばらくお待ちください。

・初めてコンピューターを使用するための準備をしています

　　　・ビデオのパフォーマンスを確認しています
(2) 「Windowsのセットアップ」ウィンドウが表示されますので、以下の内容を確認し、「次へ」をクリックします。
・国または地域（C)
：日本

・時刻と通貨の形式（T)　
：日本語（日本）

・キーボードレイアウト（K)
：Microsoft IME

(3) 「新しいアカウントの～」と表示されますので、「設定変動表の「業務クライアント(n)」、「業務クライアント(VT系）(n)」のﾎｽﾄ名またはｺﾝﾋﾟｭｰﾀ名を参照し、構築対象コンピュータ名)を入力し、「次へ」をクリックします。
· ユーザ名を入力してください（例：John）：XXXX

（※XXXXは都道府県名　例：岡山県/OKAYAMA）
· コンピュータ名を入力してください（T)　： ホスト名（クライアント）
(4) 「ユーザーアカウントのパスワードを設定します」と表示されますので、以下の内容を入力します。
（※パスワード及びパスワードのヒントは都道府県名+“-001”　例：岡山県の場合、“Okayama-001”）
· パスワードを入力してください（推奨）（P)：xxxx-001
· パスワードをもう一度入力してください（R)：xxxx-001
· パスワードのヒントを入力してください（H)：xxxx-001
(5) 「ライセンス条項をお読みになってください」と表示されますので、「ライセンス条項に同意します（コンピューターを使用するには同意が必要）（A）」にチェックを付け、「次へ」をクリックします。
(6) 「コンピューターの保護とWindowsの機能の向上が自動的に行われるように設定してください」と表示されますので、「後で確認します（A)」をクリックします。
(7) 「日付と時刻の設定を確認します」と表示されますので、「タイムゾーン（T)」に「（UTC+09:00)大阪、札幌、東京」が表示されていることを確認し、「次へ」をクリックします。
(8) 「Dell　Client System Update」が表示された場合、画面右上の「×」をクリックします。
（「Dell　Client System Update」はPCによっては表示されない場合がございますが、表示されなかった場合でも以降の作業を実施してください。）

(9) マシンを再起動します。
1.1.7. サービスの設定変更
(1) マシン起動後、「ユーザ名」を「XXXX」で「パスワード」に「パスワード一覧のローカル\XXXXのパスワード」を入力し、ログインします。

（※XXXXは都道府県名　例：岡山県/OKAYAMA）

(2) 「スタート」→「コントロールパネル」→「システムとセキュリティ」を選択し、表示された画面の右ペインにある「Windowsファイアウォール」をクリックします。

(3) 「Windowsファイアウォールによるコンピューターの保護」ウィンドウが表示されるので、「詳細設定」をクリックします。

(4) 「セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール」ウィンドウが表示されるので、「概要」にある「Windowsファイアウォールのプロパティ」をクリックします。

(5) 「ローカルコンピューターのプロパティ　セキュリティーが強化されたWindowsファイアウォール」ウィンドウが表示されるので、各（ドメインプロファイル・プライベートプロファイル・パブリックプロファイル）タブの「ファイアウォールの状態」をすべて「無効」にします。

(6) 「適用」をクリックし、「OK」をクリックします。

(7) 「セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール～」ウィンドウを閉じます。

(8) 「Windows ファイアウォールによるコンピューターの保護」ウィンドウを閉じます。
1.1.8. ディスクの設定

(1) 「スタート」→「コンピューター」を右クリックし、「管理」をクリックします。

(2) 「コンピューターの管理」ウィンドウが表示されましたら、左メニューの「記憶域」を展開し「ディスクの管理」を選択します。

(3) DVD-ROMドライブを右クリックし、「ドライブ文字とパスの変更」を選択します。

(4) 「＜DVD-ROMドライブ＞:( )ドライブ文字とパスの変更」ウィンドウが表示されますので、「変更」をクリックします。

(5) 「ドライブ文字またはパスの変更」ウィンドウが表示されますので、右側にあるドライブのプルダウンメニューより「E」選択し、「OK」をクリックします。

(6) 「確認」ウィンドウが表示されましたら、「はい」をクリックします。

(7) 「コンピューターの管理」ウィンドウを閉じます。

(8) 「スタート」→「コンピューター」を選択し、「ローカルディスク(C:)」をダブルクリックします。

(9) 「temp」フォルダを作成します。

(10) 「temp」フォルダを選択し、右クリックより「共有」→「特定のユーザ」を選択します。

(11) 「ファイルの共有」ウィンドウが表示されますので、プルダウンより「EveryOne」を選択し「追加」をクリックします。

(12) 「アクセス許可のレベル」を「読み取り／書き込み」に設定し、「共有」をクリックします。

(13) 「終了」をクリックします。

(14) 「ローカルディスク(C:)」ウィンドウを閉じます。
1.1.9. 環境設定
(1) 「スタート」→「コントロールパネル」→「ユーザーアカウントと家族のための～」をクリックします。

(2) 「ユーザーアカウント～」ウィンドウが表示されましたら、「ユーザーアカウント」をクリックします。

(3) 「ユーザーアカウント～」ウィンドウが表示されましたら、「ユーザーアカウント制御設定の変更」をクリックします。

(4) 「ユーザーアカウント制御の設定」ウィンドウが表示されましたら、「規定」から「通知しない」に変更し、「OK」をクリックします。

(5) 「変更を許可しますか？」ウィンドウが表示されますので、「はい」をクリックします。

(6) 「ユーザーアカウント～」ウィンドウを閉じます。

1.1.10. サービスの設定

(1) 「コントロールパネル」ウィンドウに戻り、「システムとセキュリティ」→「管理ツール」を選択します。

(2) 表示された画面より「サービス」をダブルクリックします。
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(3) 「サービス」ウィンドウが表示されますので、「DHCP Client」サービスを選択し、右クリックより「プロパティ」を選択します。

(4) 「(ローカルコンピューター)DHCP Clientのプロパティ」ウィンドウが表示されますので、スタートアップの種類を「無効」に選択、「サービスの状態」欄の「停止」をクリックし、「OK」をクリックします。
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(5) (3)～(4)での操作にて、下表のとおりに「Windows Firewall」を設定します。

	サービス名
	スタートアップの種類
	サービスの状態

	Windows Firewall
	無効
	停止



[image: image3]
(6) 「サービス」ウィンドウを閉じます。

(7) 開いている画面をすべて閉じます。
(8) マシンを再起動します。
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